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1. 平成26年9月期第3四半期の連結業績（平成25年10月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年9月期第3四半期 20,961 16.3 2,214 0.0 2,280 △2.2 1,451 1.9
25年9月期第3四半期 18,026 ― 2,213 ― 2,332 ― 1,425 ―

（注）包括利益 26年9月期第3四半期 1,422百万円 （△24.4％） 25年9月期第3四半期 1,881百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年9月期第3四半期 100.05 ―
25年9月期第3四半期 100.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年9月期第3四半期 44,637 27,600 61.8
25年9月期 39,138 24,066 61.5
（参考）自己資本 26年9月期第3四半期 27,600百万円 25年9月期 24,066百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年9月期 ― 18.00 ― 22.00 40.00
26年9月期 ― 20.00 ―
26年9月期（予想） 24.00 44.00

3. 平成26年 9月期の連結業績予想（平成25年10月 1日～平成26年 9月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,465 17.0 3,450 5.8 3,385 0.3 2,070 0.1 139.93



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。上記予想に関する事項については〔添付資料〕 Ｐ．３ 「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）
連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
 １株当たり当期純利益につきましては、平成26年4月21日付で払込が完了した三井物産株式会社に対する第三者割当による新株式発行による株式の増加を
考慮して算定しております。なお、期中平均株式数につきましては、当期末時点で14,792,863株と算出しております。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年9月期3Q 15,626,900 株 25年9月期 14,120,000 株
② 期末自己株式数 26年9月期3Q 89 株 25年9月期 67 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年9月期3Q 14,511,826 株 25年9月期3Q 14,119,933 株
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（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き中国をはじめとする新興国の景気減速懸念などによ

り先行き不透明な状態が継続しておりますが、好調な米国経済に加え金融緩和や経済政策などにより、輸出企業を

中心に企業業績の回復が見られるなど景気浮揚に向けて明るい兆しが見えております。 

 医療用医薬品業界におきましては、引き続きジェネリック医薬品への使用促進が進もうとしておりますが、国内

新薬メーカーや外資製薬メーカー等によるジェネリック医薬品市場への参入が活発化するなど、企業間競争は益々

厳しくなっております。また、平成26年４月に薬価改定が実施され、薬価ベースで業界平均2.65％の引き下げが行

われました。当社製商品の薬価引き下げによる影響は5.8％です。 

  このような状況のもと、当社は、平成25年12月にマリンクロットジャパン株式会社から新薬である「オプチレイ

®注」の販売移管を受けたことに続き、塩野義製薬株式会社から産科・婦人科製剤の新薬４製剤の製造販売承認の

承継及び販売移管（「ルトラール錠」、「フラジール膣錠」の承継及び「クロミッド錠」、「ノアルテン錠」の販

売移管）を行っております。なお「オプチレイ®注」につきましては、平成26年６月から当社が製造販売承認を承

継しております。 

 また、当社は平成26年３月20日開催の当社取締役会において、三井物産株式会社と資本業務提携契約の締結及び

同社を割当先とした第三者割当による新株式の発行を決議いたしました。資本業務提携契約については３月20日付

けで締結し、４月21日に払込が完了しております。  

 営業面におきましては、重点領域である産婦人科領域において、新薬「ルナベル®配合錠ＵＬＤ」及び「ルナベ

ル®配合錠ＬＤ」の販売に注力するとともに、不妊症治療薬等の主力製品のシェア拡大を図っております。また、

全国のＤＰＣ（入院医療包括評価）対象病院に向けては、新規開拓・取引拡大のための営業活動を積極的に展開し

ております。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、主力製品を中心に順調に推移し、20,961百万円（前年同期

比16.3％増）となりました。利益面につきましては、研究開発費の増加やのれんの償却等により販売費及び一般管

理費が増加し、営業利益は2,214百万円（同0.0％増）、経常利益は2,280百万円（同2.2％減）、四半期純利益は

1,451百万円（同1.9％増）となりました。 

 なお、前第３四半期累計期間については、平成25年１月１日から平成25年６月30日までを連結対象に含めており

ます。 

   

（２）財政状態に関する説明 

（資産・負債及び純資産の状況）   

当第３四半期連結会計期間末における総資産額は44,637百万円となり、前連結会計年度末比5,499百万円の増

加、純資産は27,600百万円と前連結会計年度末に比べ3,533百万円の増加となり、自己資本比率は61.8％となりま

した。 

資産の部においては、流動資産については、現金及び預金、売上債権やたな卸資産が増加したこと等により

5,453百万円の増加、固定資産については、販売権の取得等により無形固定資産が増加したこと等により45百万円

増加しております。 

負債の部においては、流動負債について、仕入債務の増加があったこと等により2,374百万円増加しておりま

す。固定負債については、長期借入金の減少等により408百万円減少しております。 

純資産の部においては、三井物産株式会社に対する第三者割当による新株式の発行により資本金及び資本剰余金

が増加したこと、また利益剰余金の増加があったこと等により3,533百万円増加しております。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間の業績は、平成25年11月14日に公表した計画を、売上、利益ともにほぼ予定通り推移

しておりますので、平成26年9月期の連結業績予想から変更はありません。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積もりの変更・修正再表示 

（会計方針の変更）  

  当社におけるたな卸資産のうち商品及び製品の評価方法は、従来、先入先出法によっておりましたが、平成25

年10月１日以降、新規に統合基幹業務システム（ＥＲＰ）の導入を行ったことを契機に、より期間損益計算の適

正化を図ることを目的として、第１四半期連結会計期間から総平均法に変更いたしました。当該会計方針の変更

は、システムの対応が困難であり、この会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を算定することは実務上不

可能であると認められたため、前連結会計年度末の商品及び製品の帳簿価額を当第３四半期連結累計期間の期首

残高として、期首から将来にわたり総平均法を適用しております。 

  この変更による影響額は軽微であります。 

   

（３）追加情報 

（法人税率の変更等による影響）  

  平成26年３月31日に、「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）、「地方税法等の一部を

改正する法律」（平成26年法律第４号）及び「地方法人税法」（平成26年法律第11号）が公布され、平成26年４

月１日以降開始する連結会計年度より法人税率等が変更されることとなりました。これに伴い、平成26年10月１

日から開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産及び繰延税金負債を

計算する法定実効税率を38.01％から35.64％に変更しております。 

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の額を控除した金額）は 20百万円減少し、法人税

等調整額は 20百万円増加しております。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年９月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,015 7,671

受取手形及び売掛金 9,697 10,858

有価証券 505 506

商品及び製品 2,356 3,267

仕掛品 1,150 1,789

原材料及び貯蔵品 3,030 4,252

繰延税金資産 581 350

その他 442 529

貸倒引当金 △8 △0

流動資産合計 23,772 29,226

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,276 4,990

機械装置及び運搬具（純額） 4,154 4,139

土地 851 852

建設仮勘定 79 100

その他（純額） 144 125

有形固定資産合計 10,506 10,209

無形固定資産   

のれん 3,060 2,866

その他 1,044 1,578

無形固定資産合計 4,105 4,444

投資その他の資産   

投資有価証券 165 98

繰延税金資産 463 551

その他 123 107

投資その他の資産合計 753 757

固定資産合計 15,366 15,411

資産合計 39,138 44,637
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年９月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成26年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,604 6,596

短期借入金 933 936

1年内返済予定の長期借入金 921 921

未払法人税等 899 185

賞与引当金 913 584

役員賞与引当金 25 18

返品調整引当金 9 15

その他 1,610 2,034

流動負債合計 8,917 11,291

固定負債   

長期借入金 4,417 3,876

退職給付引当金 1,190 1,264

その他 544 604

固定負債合計 6,153 5,745

負債合計 15,071 17,037

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,447 3,799

資本剰余金 3,672 5,023

利益剰余金 17,525 18,385

自己株式 △0 △0

株主資本合計 23,644 27,207

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 56 12

為替換算調整勘定 365 379

その他の包括利益累計額合計 421 392

少数株主持分 0 0

純資産合計 24,066 27,600

負債純資産合計 39,138 44,637
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年10月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 18,026 20,961

売上原価 10,235 12,129

売上総利益 7,790 8,831

販売費及び一般管理費 5,577 6,617

営業利益 2,213 2,214

営業外収益   

受取利息 8 1

生命保険配当金 3 4

為替差益 118 68

受取手数料 2 0

受取補償金 1 1

業務受託料 6 5

その他 23 39

営業外収益合計 166 121

営業外費用   

支払利息 43 36

売上割引 3 4

株式交付費 － 13

その他 1 1

営業外費用合計 47 55

経常利益 2,332 2,280

特別利益   

補助金収入 － 76

特別利益合計 － 76

特別損失   

固定資産除却損 49 0

固定資産圧縮損 － 43

特別損失合計 49 44

税金等調整前四半期純利益 2,283 2,312

法人税、住民税及び事業税 762 676

法人税等調整額 95 183

法人税等合計 857 860

少数株主損益調整前四半期純利益 1,425 1,451

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 0

四半期純利益 1,425 1,451
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年10月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,425 1,451

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 27 △43

為替換算調整勘定 427 14

その他の包括利益合計 455 △29

四半期包括利益 1,881 1,422

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,880 1,422

少数株主に係る四半期包括利益 0 0
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  該当事項はありません。   

   

   当社は、平成26年４月21日付で、三井物産株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第

３四半期連結累計期間において資本金が1,351百万円、資本準備金が1,351百万円増加し、当第３四半期連結会計期

間末において資本金が3,799百万円、資本剰余金が5,023百万円となっております。 

   

  当社グループは、医薬品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。   

   

 当社は、平成26年８月８日開催の取締役会にて、当社の連結子会社である OLIC (Thailand) Limited への増資

及び極度額を30億円とする資金貸付について決議致しました。  

  

 １．増資及び資金貸付の目的及び内容 

  (1) 目  的      新工場建設資金の確保のため 

  (2) 増資金額      285百万タイバーツ 

  (3) 貸付金額      極度額30億円  

  (4) 増資時期      平成26年９月26日（予定） 

  

 ２．子会社の概要 

  (1) 会 社 名     OLIC (Thailand) Limited 

  (2) 所 在 地     タイ王国アユタヤ県 

    (3) 代 表 者     上出 豊幸(当社取締役) 

  (4) 事 業 内 容     医薬品等の受託製造事業 

  (5) 資本金(増資前）    181百万タイバーツ 

  (6) 資本金(増資後）   431百万タイバーツ（予定） 

  (7) 持分比率(増資前)  99.91％ 

  (8) 持分比率(増資後)  99.96％（予定） 

  

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

（重要な後発事象）
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（１）販売実績  

（注）１．当社グループは、医薬品事業の単一セグメントであり、セグメント情報を記載していないため、

薬効分類別販売実績を記載しております。 

   ２．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

   ３．前第３四半期連結累計期間については、平成25年１月１日から平成25年６月30日までを連結対象

に含めております。 

   ４．百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。 

   

４．補足情報

薬 効 

前第３四半期連結累計期間 

自 平成24年10月１日 

至 平成25年６月30日 

当第３四半期連結累計期間 

自 平成25年10月１日 

至 平成26年６月30日 

前年同期比 

増減率 

（％）  
金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 

（製  品）    

診断用薬 6,488 36.0 6,337  30.2 △2.3

ホルモン剤 3,757 20.8 4,011  19.1 6.8

循環器官用薬 682 3.8 774  3.7 13.4

抗生物質及び化学療法剤  557 3.1 623  3.0 11.9

泌尿・生殖器官系用薬  298 1.7 317  1.5 6.3

外皮用薬  209 1.1 207  1.0 △0.9

その他 3,259 18.1 3,959  18.9 21.5

製品合計 15,253 84.6 16,231  77.4 6.4

（商  品）    

ホルモン剤 1,985 11.0 2,726  13.0 37.3

診断用薬 － － 1,281  6.1 －

体外診断用医薬品 639 3.6 563  2.7 △11.9

その他 148 0.8 159  0.8 7.8

商品合計 2,773 15.4 4,730  22.6 70.6

合    計 18,026 100.0 20,961  100.0 16.3
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